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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を

柱
居
表
示
整
備
事
業
の
お
知
ら
せ

　
市
で
、
は
住
み
よ
い
ま
ち
、
づ
く
り
の
た

め
昭
和
五
十
七
年
か
ら
住
居
表
示
整
備

事
業
に
着
手
し
で
、
お
り
ま
す
．
，
．

　
今
年
度
は
十
月
一
日
よ
り
「
東
町
一

丁
目
、
東
町
二
丁
目
、
東
町
三
丁
目
、

東
町
四
丁
目
、
東
町
五
丁
目
、
東
町
六

丁
目
」
の
新
町
名
に
変
わ
り
ま
す
．
、
．

　
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
新
し
い
町

名
は
「
寿
山
、
緑
が
丘
、
旭
町
一
丁
目

一乙㌘　　77　㍗　　一一－昌一7

贈脚
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嚢漢

～
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㌧
漏

覇
1
箪

窄

麟
．
、

サマ皿

｝　†

～
五
丁
目
　
大
川
町
、
城
北
町
、
西
益

岡
町
、
大
手
町
、
益
岡
町
、
沢
端
町
、

八
幡
町
、
南
町
一
丁
目
、
南
町
二
丁
目
、

新
館
町
」
が
あ
り
ま
す
．
，
．
へ
図
参
照
）

　
今
後
も
複
雑
な
字
界
や
番
地
を
含
理

的
に
す
る
た
め
の
住
居
表
示
整
備
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
f
、
、
な
お
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
一
、
．

住
居
表
示
実
施
済
の

区
域
内
に
お
け
る

住
居
番
号
の
設
定
に
つ
い
て

　
住
居
表
一
、
不
実
施
済
の
区
域
内
に
お
い

て
は
、
従
来
の
よ
ろ
に
土
地
の
地
番
を

つ
て
の
ま
ま
住
所
レ
一
し
で
、
使
え
ま
せ
入
．
，
．

建
物
を
新
築
し
た
と
き
、
7
ぼ
改
築
な

ど
に
よ
り
出
入
口
を
変
え
た
レ
一
き
は
、

都
市
計
画
課
一
、
届
け
出
り
？
几
、
、
正
し

い
住
所
を
お
使
い
下
ン
ご
い
　
届
け
出
を

し
な
い
で
、
ま
ち
が
っ
た
住
所
を
使
う
ヒ

後
日
、
住
民
登
録
や
．
不
動
牽
、
商
’
登

記
等
の
訂
正
に
余
分
な
チ
費
と
時
間
か

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
　
ま
た
建
物

の
解
体
の
レ
；
．
・
に
も
届
け
出
か
必
．
要
て

す
、
、

住
居
表
示
に
つ
い
で
、
、
諦
し
く
は

　
都
市
計
画
謀
総
務
係

奮
二
五

一
二
一
一
内
線
、
．
四
．
、
∵
へ

わ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

ハ　
　
レ

．

ノ
～
・
、
∴
》
一

　
　
畔

備事業実施済地域図

　　　　　新　　　町　　　名

寿山、緑が丘

旭町一丁目、旭町二丁目、旭町三丁目

旭町四丁目、旭町五丁目

大川町、城北町、西益岡町

大手町、益岡町、沢端町、八幡町

南町一丁目、南町二丁目、新館町

東町一丁目、東町二丁目、東町三丁目

東町四丁目、東町五丁目、東町六丁目

　実　施　年　月　日

昭和58年　9月　1日

昭和59年　4月10日
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覆
回
全
国
防
犯
運
動
■

　
第
セ
回
全
国
防
犯
運
動
が
、
十
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
f
、
の
十
日
間
「
自

動
車
盗
・
侵
入
盗
な
ど
盗
犯
の
防
止
」

「
少
年
非
行
の
防
止
」
「
覚
せ
い
剤
等

薬
物
乱
用
の
防
止
」
を
運
動
の
重
点
と

し
て
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
．
．

　
運
動
に
先
が
け
で
、
十
月
九
日
、
宮
城

県
大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
期

問
中
に
は
「
全
国
防
犯
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

「
防
犯
こ
け
し
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
作

戦
」
「
防
犯
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
県
内
各

地
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
．
、
．

　
防
犯
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま

し
ょ
・
つ
。

『
、
自
動
車
盗
・
浸
入
盗
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
盗
犯
の
防
止

ー
キ
ー
抜
い
て

　
気
を
抜
か
な
い
で
ド
ア
ロ
ッ
ク
！

　
　
　
　
湯
ン
罫
、
ヒ

　
　
　
　
州
、
、
圏
弘
ゐ
一
》

　
　
　
　
．
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7
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，
ー
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ぞ
、
．
△
蔑

ー
カ
ギ
を
し
た

　
そ
の
手
そ
の
目
で
　
も
う
【
度
ー

　
　
　
　
　
　
　
麟
　

　
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
や
銀
行
強
盗
、
そ
の

他
の
犯
罪
に
悪
用
さ
れ
や
す
い
自
動
車

盗
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
，
．

　ま

た
、
凶
悪
犯
罪
に
移
行
し
や
す
い

空
き
巣
ね
ら
い
、
忍
込
み
な
ど
の
侵
入

盗
が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
．

確
実
に
戸
締
り
、
ト
ア
ロ
，
、
ケ
を
し
て

被
害
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
．

二
、
少
年
非
行
の
防
止

ー
、
小
れ
あ
い
と

　
対
話
が
育
て
る
　
子
の
未
来
ー

　
　
　
　
　
ヘ
、
、
幻
ノ

　
　
　
　
　
ヘ
ユ
ヒ
い

ま
す
　
、
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1駐

あ
る
明
る
い
家
庭
・
地
域
を
築
き
，

年
の
健
全
育
成
を
進
め
ま
し
ょ
う
．
．

三
、
覚
せ
い
剤
等

　
　
薬
物
乱
用
の
防
止

－
覚
せ
い
剤

　
　
た
っ
た
【
度
が

な
と
初
発
堕
非
行
は
、
依
弊
、
…
と
し
、
’
－
、
多

発
し
、
刑
法
犯
少
年
の
約
七
十
五
。
・
を

占
め
で
、
い
ま
す
、
、
．

　
地
域
◇
る
み
の
琿
境
浄
化
と
豊
か
な

環
境
、
つ
！
、
り
を
推
進
し
、
ふ
れ
あ
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
叩
と
り
！

　暴力

団
の
有
力
な
資
金
源
で
も
あ
る

覚
せ
い
剤
は
、
少
年
や
主
婦
な
ど
］
般

家
庭
ま
て
、
侵
食
し
つ
つ
あ
り
ま
す
，

　
ま
た
、
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の
被
害
妄

想
に
よ
る
殺
人
事
件
等
も
発
生
し
、
大

き
な
社
会
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
，
．

　シン

ナ
ー
乱
用
も
覚
せ
い
剤
乱
用
等

へ
移
行
す
る
予
備
軍
と
な
．
q
、
、
て
、
い
ま
す
，

　みんな

で
、
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
を

防
止
し
、
善
良
な
市
民
を
く
い
ポ
の
に

す
る
暴
力
団
を
壊
滅
し
ま
し
ょ
う

全
国
防
犯
運
動

　
　
白
石
地
区
推
進
大
会

　
▽
日
時
　
1
0
月
／
6
日
理
　
1
0
時

　
▽
場
所
　
市
役
所
大
会
議
室
（
4
階
）

　
仙
台
育
英
高
等
学
校
野
球
部
監
督
で

あ
る
竹
田
利
秋
氏
の
講
演
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
＋
月
三
日
運
転
開
始
！

　
仙
南
リ
号
で
ヶ
ル
セ
、
弘
・
・
1
げ
　
臓
．

庫
や
洗
汗
髄
等
の
不
疏
性
粗
ナ
、
ゴ
ミ
と

空
カ
ン
・
空
ヒ
ン
顔
。
、
お
よ
ぴ
厚
ワ
弓

フ、

チ
．
ヶ
垣
を
処
理
す
る
施
設
f
、
す
．
、

　
粗
大
、
ゴ
ミ
の
処
理
は
有
料
に
な
り
ま

す
．

　
粗
大
ゴ
ミ
の
搬
ス
、
は
、
自
分
で
、
羅
フ
、

す
る
か
、
市
の
許
吋
し
た
収
集
業
者
に

＋阻

ポ
申
し
込
ん
で
、
，
・
だ
さ
い
．
．
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ψ
、
弦
わ
、
下
榔
コ
ミ
4
日
L
片
．
は
、
現

行
と
お
臼
ぐ
、
す
　
決
め
盈
■

…
れ
た
日
の
朝

に
集
積
場
所
に
指
定
さ
れ
た
袋
に
入
れ

！
－
、
出
し
で
、
，
、
だ
さ
い

※
指
定
の
皇
は
、
汲
取
券
売
排
店
で

販
売
す
る
予
定
で
、
す
．

祖
大
ゴ
ミ
等
処
理
料
金
は

　
粗
大
ゴ
ミ
及
び
事
業
活
動
に
伴
q
．
で
、

月
し
た
ゴ
ミ
の
処
理
手
数
料
は
次
の
と

お
り
’
，
」
寸
．
た
だ
し
、
（

は
含
み
ま
せ
ん
．

処理手数料
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不
燃
ゴ
ミ
は
指
定
の
袋
で

　
不
燃
ゴ
ミ
は
、
杁
械
処
理
す
る
た
め

袋
が
指
定
さ
れ
ま
す
　
指
定
の
袋
に
尺

っ
た
不
燃
ゴ
ミ
以
外
は
収
集
い
た
し
ま

せ
入
の
で
ご
い
、
在
音
心
く
だ
ン
、
』
い
：

ぱ

薩

3



第三回みやぎ蔵王
　　　高原マラソン大会に1，400名

去
る
九
月
十
五
日
、
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
を
主
会
場
と
し
で
、
、
第
三

回
み
や
ぎ
蔵
王
高
原
マ
ラ
ソ
ン
た
、
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
．

二
の
た
、
会
は
、
病
気
に
な
っ
で
、
か
ら
治
す
と
い
ら
彦
え
方
か
自
．
、
病
気
に
か

か
か
ら
な
い
健
康
な
体
を
つ
く
る
と
い
う
国
民
健
康
保
険
の
主
旨
に
基
づ
，
．
！
、

ル
ス
バ
，
ー
オ
ニ
ア
ク
ウ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
、
『
、
す

大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
、
一
、
四
∵
0
各
の
参
加
者
が
あ
り
、
す
す
｝
ご
の

ゆ
れ
・
．
勾
蔵
王
高
原
の
初
秋
の
高
低
差
の
た
、
き
い
厳
し
い
コ
ー
フ
、
に
も
か
か
わ
ら

す
、
出
場
背
全
員
が
完
走
し
ま
し
た
．

当
日
は
時
々
青
空
が
広
が
り
、
風
も
な
く
絶
好
の
マ
ラ
ど
・
日
佃
ヒ
な
り
、

ス
ヶ
ー
ト
地
点
！
－
、
あ
る
駐
車
場
か
ら
．
団
ヒ
な
．
d
、
で
、
多
、
れ
井
、
れ
の
コ
ー
ス
に

チ
ャ
レ
ン
シ
、
臼
己
の
ヘ
ス
ト
ケ
で
ム
を
日
指
し
で
、
健
脚
を
競
い
ま
し
ゐ
．

ま
た
、
へ
几
フ
、
べ
．
ー
オ
ニ
ア
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
方
ケ
も
、
－
、
西
u
り
槍
伍
者
も

な
！
、
全
員
そ
ろ
り
で
、
ゴ
ー
几
し
ま
し
た
、

市
内
の
在
住
者
の
～
、
員
者
け
次
の
ヒ
お
り
。
な
、
し
た

　　市内在住の入賞者（敬称略）
3km　小学男子　　　　　　　　　　5km　一般女子60歳代
I　P　l｛野　健乏、叶嗣・・　　　　　　I　lll　II’，lllI，ll　りき

51、㌧　我↓！　典｛・・qrl・／1“　　　　　5km　中学男子

川、㌧　侶q・俊、iI、哨　小1　　　　罫㍗　川季　　1欧1臼中

3km　小学女子　　　　　　　　　　　ll　lロ㌧　斎脾　？、通1伺

li　f”　1”川I　l．祀1イ・忘）月気1　　　11、㍗　季IIhl！l・li『1『ヌいウ1

3km　中学女子　　　　　　　　　　5ρ．　1尋“精成悟l
l　IJ7　”、保1！II　f　l隔1い 　　　　　li　fl’　小譜1ケllトド唾1い

31轟　14クJIlllll1口響1111中 　　　　　8f“〆辞1硲　10彦qPrIIl

1位　嗣1ご　ノヘ紀1ドlllh　　　　　9伊　ノ、野　　亀？申IIl中

5f恥’f爾1・　∵D印1り　　　　　lo位．⊇1｛I　fI卜旨〃1

1i　l”、l！々1、II口＝q』川I　l　　　　 5km　一般男子20歳代

呂1、IF．森　　｝辿qF円り　　　　　　4位　高橋　　豊
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1f”、小～1卜原llll・1’［’1／1視I－・　　　　　10km　一般男子20歳代

61∴　1例llllい上Illi見一IF　　　　　　　l『1’1／I　l’　￥　lI『II☆1
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な
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ぱ
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．
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近
！
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高
田
川
が
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れ
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い
ま
す
。
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で
、
い
る
教
室
は
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時
に
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台
せ

で
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今
、
女
川
町
立
第
四
小
学
校
と
文
通

を
し
て
い
ま
す
．
、
こ
の
文
通
は
、
四
年

生
の
と
き
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
．
女
川

小
学
校
に
は
，
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が
三
尺
し
か
い
な
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の
で
、
女
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す
る
の
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す
．
．
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と
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わ
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落
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し
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ろ
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．
自
分
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．
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ま
た
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困
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い
れ
ば
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な
て
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ま
す
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た
ち
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す
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ま
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の
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校
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る
川
面
を
舟
に
乗
り
阿
武
隈
ラ
イ

ン
を
友
と
た
の
し
む
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

立
ち
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

し
ぱ
ら
く
を
逢
は
ぬ
友
の
計
知
ら
す
医
師
わ
れ
の

い
の
ち
を
友
と
較
ぶ
る
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

今
年
ま
た
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
季
と
な
り
わ
れ
一
人

聞
く
夕
べ
淋
し
き
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

薬
草
の
効
め
信
じ
て
摘
み
採
り
ぬ
土
用
の
陽
射
し

に
念
入
り
に
干
す
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

「
評
」
一
首
目
、
よ
く
詠
ま
れ
る
歌
材
で
あ
る
が

こ
の
作
品
は
何
と
な
／
、
新
鮮
な
感
じ
が
す
る
。
そ

れ
は
『
友
よ
り
賜
び
し
』
に
感
謝
の
心
と
『
飛
び

た
つ
ご
と
し
』
の
写
生
が
的
確
で
あ
る
か
ら
と
思

ろ
。
二
首
目
、
夜
明
け
前
の
樹
々
の
静
も
り
に
、

朝
日
が
朝
も
や
を
つ
い
て
広
が
り
始
め
る
，
結
句

『
今
甦
る
』
で
生
き
生
き
し
た
一
首
と
な
っ
た
。

三
首
目
、
老
夫
婦
が
畑
仕
事
を
す
る
。
ま
だ
暑
さ

の
残
る
日
が
続
く
が
、
汗
を
か
い
た
両
手
に
吹
く

た
轟

風
は
す
で
に
秋
風
で
あ
る
、
作
者
は
、
働
！

に
よ
り
し
の
び
よ
る
秋
を
感
し
て
い
る
，

　
　
　
　
　
「
ひ
さ
を
か
か
え
る
人
」

　
　
　
　
　
　
熊
沢
敦
史
へ
白
二
小
4
年
）

　
　
　
　
メ
　
4
一
’
　
駐
憲
．
、
．
、

昂
ヒ
㎞
、
矯
曜
燈
p

　
　
　
ト
ぴ
　
　
F
　
　
　
　
　
　
、

＼
こ
と

扉
□
国
鈴
木
皇
選

戦
な
く
な
り
し
世
と
な
り
原
塚
忌
　
近
内
　
キ
ヨ

夜
に
干
す
洗
濯
物
や
月
涼
し
　
　
　
鈴
木
　
民
干

鷺
草
の
飛
び
た
つ
ら
し
き
花
揃
え
　
岡
崎
　
澄
子

梅
雨
明
け
て
部
屋
も
心
も
明
け
放
つ
若
桑
源
治
郎

万
緑
や
バ
ス
下
り
て
よ
り
詩
を
吟
し
　
佐
r
善
夫

ふ
る
さ
と
に
待
つ
母
の
な
し
盆
の
月
　
青
木
良
子

藪
刈
り
て
ど
く
だ
み
の
香
を
ま
と
ひ
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

八
十
五
歳
の
老
悔
の
な
き
魂
迎
え

牛
冷
す
わ
れ
も
野
良
着
の
是
冷
や
す
　
佐
藤
周
子

芋
の
葉
を
こ
ぼ
れ
人
ば
か
り
露
大
き
　
石
沢
敏
子

（
評
）
一
句
目
、
戦
後
四
十
年
を
経
て
核
の
時
代

と
な
り
、
も
は
や
世
界
の
国
々
は
軋
子
の
て
、
き
な

い
時
代
に
な
っ
た
．
昭
和
二
十
年
へ
月
六
日
広
島

市
に
、
九
日
に
は
長
崎
市
に
原
保
が
洛
と
さ
れ
た
、

こ
の
日
を
原
振
記
念
日
と
し
て
平
和
の
祈
O
を
込

め
で
、
原
爆
反
対
の
催
し
が
行
わ
れ
る
、
．
夏
の
］
句

で
、
あ
る
、
二
句
目
、
梅
雨
明
け
も
早
く
、
今
年
の

残
暑
は
き
び
し
か
っ
た
c
勤
め
よ
り
戻
っ
で
、
か
ら

洗
濯
し
、
夜
に
な
っ
て
濯
ぎ
物
を
か
か
え
て
干
場

に
上
る
，
、
折
柄
よ
い
月
が
出
て
い
て
涼
味
を
覚
え

る
夜
で
あ
っ
た
く

、
口
）
十
月
の
例
会
は
、
十
月
二
十
二
日
唱
中
央
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
、
、

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町

｝
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

7



8

わ
が
家
の
味

へ
抽
診
］
勿
暫
申
シ
リ

　
　
豆
腐
の
中
華
風
つ
け
焼
き

〔
材
料
〕
四
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
通
っ
た
ら
④
を
す
一
、
ら
せ
て
λ
れ

　
豆
腐
2
丁
、
卵
大
1
、
ハ
ム
2
枚
、

　
ピ
ー
マ
ン
2
、
し
ょ
ろ
が
豊
、
ネ
ギ

　
ー
本
、
ス
ー
．
ブ
の
素
1
、
酒
大
さ
じ

　
ー
、
砂
糖
大
さ
じ
ー
、
塩
小
さ
じ
i
・
、

　
ろ
す
く
ち
し
ょ
ろ
油
大
さ
し
ー
．
．

〔
作
り
方
〕

σ
者
．
一
腐
キ
一
平
ら
な
ざ
る
に
の
せ
、
水
切

　
り
し
、
皿
丁
を
四
つ
に
切
る
．
」

厩
）
卵
を
む
ら
、
な
！
、
脳
浴
き
ほ
汽
＼
し
、
ハ
ム

　
と
ピ
ー
マ
ン
は
千
切
り
、
し
ょ
ろ
か

　
は
・
、
し
ん
切
り
、
ネ
ギ
（
白
い
部

　
分
）
の
5
セ
ン
チ
ほ
ど
を
み
し
ん
切

　
り
に
し
、
残
b
は
4
セ
ン
チ
く
ら
い

　
の
千
切
り
に
し
、
水
に
さ
ら
し
、
水

　
気
を
き
っ
て
お
く
＝

（
⑤
ス
ー
プ
の
素
を
1
2
カ
ッ
ブ
の
水
に
憾
浴

　
き
、
し
ょ
う
油
、
酒
、
砂
糖
、
塩
を

　
加
え
混
ぜ
台
わ
せ
る
．
．

（
q
）
溶
き
卵
の
半
分
を
平
ら
な
皿
に
入
れ

　σ）

を
並
バ
、
、
残
り
の
卵
を
全
体
に
か

　
け
る
：

厄
・
中
華
鍋
を
熱
し
、
ラ
ー
ド
が
溶
け
火

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
両
面
を
き
つ
ね
色
に
焼
く
二

　
③
X
◎
に
⑤
を
ま
わ
し
か
け
し
、
し
ょ
・
つ

　
が
、
ネ
ギ
の
み
じ
ノ
八
切
り
を
入
れ
、

　
豆
席
に
ス
ー
プ
が
し
み
、
汁
気
が
な

　
，
ー
、
な
る
ま
f
、
鍋
を
ゆ
す
り
な
が
ら
煮

　
し
め
る
．
．

〔
⑦
6
あ
上
に
、
ビ
ー
マ
ン
、
ハ
ム
の
千

｝
　
　
【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
】

ン
、
．
．
　
ネ
ギ
は
、
中
国
西
部
が
原
産
地
て
、

．
．
．
二
千
年
程
前
か
ら
食
用
に
さ
れ
て
き
た

ン
野
菜
で
、
す
が
、
も
と
も
と
は
薬
用
植
物

・
．
と
し
！
、
利
用
さ
れ
、
日
本
に
は
平
安
時

ニ
ほ
に
ほ
え
ら
れ
ま
し
た
ロ
ペ

〔
一
、
ネ
キ
は
、
閂
事
、
裁
謹
れ
で
、
い
る

湯
，
日
い
部
バ
、
刀
キ
、
食
用
と
す
る
根
深
ネ
ギ
レ
一

ン
閏
西
以
西
の
．
柔
か
い
母
輿
を
食
、
一
、
る
葉

、
、
．
ネ
ギ
と
が
あ
、
り
ま
す
．

鋼
も
の
や
煮
物

－
薬
、
昧
に
は
両
方
が
用
い
ら
、
れ
、
焼
と
リ

ズ
に
は
倶
深
ネ
キ
、
鳶
だ
に
は
葉
ネ
ギ
か

》
適
し
て
い
ま
す
・
．

・
’
　
ネ
キ
は
、
ド
；
こ
3
、
C
や
カ
ル
』
、
畠

ド
ム
の
他
に
、
緑
色
の
葉
に
は
、
ヒ
ヶ
、
・
、

ン
）
A
，
・
2
だ
っ
、
ふ
勧
と
台
ま
れ
、
朱
養
曹

心
〆
－
　
　
．
㌦
、
す
．

葉
ネ
ギ
は
も
ち
ろ
ん
、

、
P
．
根
深
ネ
ギ
の
緑
の
葉
も
捨
て
ず
に
汁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

切
り
を
色
よ
！
、
散
ら
し
、
H
一
取
後
に
さ

　
ら
し
ネ
ギ
を
飾
臼
、
．
平
ら
な
器
に
盛

り
つ
け
る
、

※
七
味
と
う
が
ら
L
を
少
し
ふ
り
か
け

　
て
も
お
い
し
・
、
い
た
だ
け
ま
す
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国
民
年
金

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
国
民
年
金
／
’

1
大
学
生
・
専
門
学
校
生
の

　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ
1

　
大
学
生
・
専
門
学
校
生
の
皆
さ
ん
は
、

国
民
年
金
に
任
意
（
希
望
に
よ
り
）
て

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
加
入
し
な
い
場
合
、
万
が
］
の
事
故

1、

」
障
害
者
に
な
っ
て
、
も
障
害
基
礎
年
金

，
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
．
、
ま
た
、
四
十
年

間
加
入
し
納
入
し
た
場
ム
・
に
受
け
ら
れ

る
満
額
（
フ
ル
ベ
ン
シ
ョ
・
乙
の
老
齢

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
．

　
備
・
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
、
二
十
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
．
加
入
の
手
続
き
は
、
市
民
課
国
民

年
・
、
立
係
で
お
と
り
下
さ
い
．
．

　
な
お
、
保
険
料
は
、
月
額
八
千
円
で

す
ニあ

な
た
の
保
険
料
か

　
国
民
年
金
を
さ
さ
え
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
を
支

給
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
、
．
一

人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
制

度
が
成
り
立
ち
、
未
納
の
人
が
多
く
な

る
と
制
度
自
体
が
危
ら
く
な
り
ま
す
，

　
あ
な
た
の
保
険
料
が
、
国
民
年
金
を

ン
、
c
さ
え
で
、
い
ま
す
。
将
来
と
も
安
定
し

た
年
金
制
度
を
守
っ
て
い
く
の
は
、
｝

人
ひ
と
り
の
保
険
料
の
納
入
で
す
、

　
保
険
料
か
け
て
育
む

　
　
　
　
国
民
年
金

　
な
お
、
収
フ
、
が
少
な
く
、
保
咲
桐
の

納
・
人
が
困
難
な
場
台
は
、
遠
慮
な
く
こ

相
談
－
㌧
、
だ
さ
い
．

六
十
歳
以
上
の
方
も

　
　
国
民
年
金
に

　
　
　
　
　
加
入
で
き
ま
す

　
国
民
年
・
、
正
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

未
満
の
方
の
加
フ
、
す
る
年
金
制
度
で
、
す

が
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
は
、
希
望
に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入

（
任
意
加
入
）
て
き
ま
す
．

任
意
加
人
に
よ
り
次
の
よ
う
に
有
利
に

な
り
ま
す
．

．

①
年
金
を
’
り
買
け
る
た
め
の
期
間
が
不
足

　
し
て
い
る
方
（
不
足
期
聞
が
五
年
以

　内

の
方
）
は
、
不
足
期
問
を
満
た
し

　
た
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
「

＠
過
去
に
保
険
判
の
未
納
期
間
や
免
除

　
期
問
の
あ
る
方
は
、
い
イ
、
ら
か
で
も

　
満
額
の
年
金
に
近
、
づ
け
ら
れ
ま
す
．

　
な
お
、
厚
生
年
金
や
、
共
済
組
合
に

　
加
入
し
て
い
る
方
や
、
す
で
、
に
老
齢

　
基
礎
年
金
〔
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
を
含
む
）
を
受
け
f
、
い
る
方
は
、

任
意
加
天
て
き
ま
せ
人
．
．

ま
た
、
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
’
．
冥

け
ら
れ
る
よ
ら
に
な
っ
て
い
る
方
も

任
意
加
入
す
る
必
要
は
あ
O
ま
せ
ん
．
、
．

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
市
民
課
国

民
年
金
係
費
二
五
ー
一
二
…
一
（
内

線
二
三
七
へ
お
問
い
合
わ
せ
！
＼
た

さ
い
、
．

　
　
：
・
先
日
、
自
宅
に
「
電
．
腕
に
つ
い
、
k

　
話
し
か
あ
一
釦
、
」
と
電
話
が
あ
っ
た

内

　
容
を
尋
ね
る
と
「
電
気
工
事
の
資
恪
を

　
当
社
の
講
、
厘
を
受
け
れ
は
取
得
し
ヤ
す

　
い
」
と
長
い
説
明
を
受
け
、
根
負
け
し

　
で
、
「
資
判
だ
け
送
っ
．
『
、
・
㌧
れ
」
レ
ニ
ロ
っ

　
で
、
電
話
を
切
っ
た
、

　
　
翌
み
、
日
、
電
気
・
．
王
任
技
術
痔
口
家
資

　
格
講
座
の
案
内
書
と
受
傑
一
か
送
ら
れ

　
〆
－
、
転
一
た
．
，
す
『
、
　
　
ら
．
次
」
判
り
．
客
唄

　
確
謄
認
の
電
舌
か
あ
O
「
あ
な
た
の
母
校

　
の
先
生
も
為
肺
に
な
q
、
天
い
ま
す
」
と

　
い
わ
れ
’
、
κ
．
．
母
校
に
確
認
し
た
暫
ら
「
そ

　
の
よ
、
「
な
栗
者
は
知
ら
・
な
い
」
と
い
う

　
．
返
竺
呈
、
炉
」
り
、
た

　
　
ま
ぜ
り
な
！
。
金
額
十
一
万
．
五
千
円
』
記

　
ノ
、
葦
．
れ
誕
振
．
込
依
斬
譜
か
届
土
．
一
、
電
話

　
。
「
、
す
！
，
抜
り
込
む
よ
・
つ
に
指
一
．
事
さ
れ
た
，

　
し
か
し
、
契
約
も
し
な
い
の
に
代
’
、
t
は

　
士
，
へ
払
，
二
な
い
と
拒
否
し
た
ら
・
「
既
に
塑
．

　
約
は
成
官
一
し
で
、
い
る
、

代
～
は
ヲ
b
込

→
強引な

勧
誘

　
　
　
　
、
彪
．
気
、
L
．
弔
の
資
穫
講
座

ん
て
、
，
れ
．
今
さ
以
・
契
約
は
解
除
ド
￥
、
き

な
い
」
と
強
い
口
調
．
、
、
．
宵
わ
れ
∫
．
r
．
解

決
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
…

　
こ
の
場
／
、
・
、
資
料
の
送
伺
’
．
伽
一
仏
頼
L

た
た
け
で
、
受
講
の
中
し
込
み
を
L
て

い
な
い
の
て
、
却
．
約
の
成
立
は
ト
め
ら
れ

ま
せ
ん
，
荘
、
こ
．
『
、
業
折
に
翔
、
約
は
成
ひ
、

し
て
い
な
い
旨
の
通
知
を
簡
易
ヘ
ガ
キ

て
出
し
、
案
内
苫
と
〆
講
計
を
返
送
す

る
よ
・
つ
助
言
し
ま
し
」
、
乙
、

　
そ
、
の
浅
、
激
呂
か
・
．
∵
黎
竃
話
は
な
－
、

と
の
こ
と
、
主
に
技
伽
ザ
示
電
気
臼
の
－

業
首
が
勧
訪
き
れ
．
㌦
、
い
る
よ
う
で
、
す
．

　
こ
の
よ
う
な
商
法
’
、
と
月
費
、
渚
取
ρ
閥

法
」
と
い
い
「
公
的
、
3
、
ム
次
H
，
密
キ
一
取
り
ま

せ
λ
か
」
な
ヒ
ヒ
執
よ
う
に
勧
誘
ざ
れ

あ
い
ま
い
な
レ
．
一
争
を
し
’
、
㌧
b
、
資
料
め

送
付
を
依
頼
す
る
と
、
柔
昔
は
丁
万
的

に
塑
．
約
の
成
立
を
主
張
し
、
代
’
、
t
の
晶

求
を
し
で
、
き
ま
す
　
飢
日
の
ト
ニ
つ
ル

を
防
』
～
、
起
め
、
卜
装
な
場
・
、
・
け
ム
．
二
、
け

リ
ヒ
断
り
ま
ー
i
・
う

興
味
本
位
に
　
料
’
．
－
」
剛
求
し
」
。
d
許
い
こ
と

か
無
、
、
切
一
｝
丁

　
消
費
牛
活
に
つ
い
．
』
、
山
相
，
げ
は
、
消

費
、
倖
．
活
側
談
亨
岱
　
賀
ー
一
，

〔
内
線
｝
．
三
へ
　
二
川
談
．
・
た
さ
い

い
ロ
も
　
ロ
ひ
メ
ぴ
ド
し
ロ
し
ト
ド

コ
ド
し
リ
ヘ
し
ド
ロ
ハ
　
モ
し
ゴ
ヤ
コ
ミ
か
ひ
ぞ
し
リ
コ
ロ
　
ロ

ザ
　
　
　
　
　
　
た
　
　

ロ

い
　
　
　
二

7
　
『
h
雨
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

勤労青少年ホームから

　勤労青少年ホームバスツアー

　g　l口川、卜1川1てr3志う11鈎

力・カ・しまデ月1、　L口［∫成ししL’　、・』、1

覚と三㌧f・卜」び冴入をllll静契r一『ぐきま1一ノニ

覇
「

｝
　
一
幹

〆
』
－
個
税
寵
よ
り
、
㌧

財
産
を

　
　
も
ら
っ
た
と
き
は

　個ー＼

か
ら
財
庵
を
も
∴

」
．
」
と
き
に

は
、
も
邑
■
二
、
人
「
「
一
方
に
贈
与
税
か
か
か
り

圭
一
す

　
’
．
曽
』
、
暫
し
、
へ
冒
ら
、
㎡
．
］
喝
産
、
か
年
問
ノ
、

十
、
－
ー
・
円
以
下
の
レ
一
き
は
噌
与
税
は
か
か

h
ま
せ
ん

　なあ、

覗
、
会
乱
な
と
法
人
、
か
ら
則
占
．
叶
を

も
・
．
H
．
6
．
た

二
き
に
は
、
贈
与
税
は
か
か

り
ま
牡
・
．
紀
か
、
一
，
時
．
噛
得
－
一
」
．
■
、
．
所
得

税
か
か
か
る
こ
ヒ
に
’
、
地
．
「
、
い
ま
寸

　
詳
ー
、
』
は
、
税
あ
碧
、
、
Y
税
務
相
談
の

担
当
者
に
お
尋
．
ね
　
．
き
い

　
　
　
仙
台
国
税
届
．
・
1
了
属
よ
り

．
、
　
鐙
融

、
霧
滋

．
恥
講
塩
、
・

臼
卸
　
…
・

，
斬
鑓
、
，

、
鶴

　
　
　
　
　
　
酬
騨
■
｝

0月8日（日）「秋の大交流会」

　　　　　Uモ．首舞とll、ノく去

　　9時ホーム渠，［r・去費1．〔旧DI

1月23日i勤労感1，Ilj♂II」1

　　　　　　「ホーム祭．』
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　
　
　
　
　
　
　
　
更
新
は
済
み
ま
し
た
か

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
有
効
期
限
が
切
れ
で
、
い
ま
す
，

　
ま
だ
更
新
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
早
め
に
保
健
衛
生
課
で
更
新
の

手
続
き
を
し
で
、
く
だ
さ
い
、
．

更
新
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
被
保
険
者
証

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
国
保
）

保
険
証
は
大
切
に
μ

　
国
保
の
保
険
証
は
、
正
式
に
は
［
一
．
国

民
健
・
、
康
保
険
被
保
険
者
証
尋
と
い
い
、

国
保
の
加
入
者
1
、
－
．
あ
る
こ
レ
一
を
証
明
す

る
も
の
で
、
す
．
、
．
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

・
つ
．
－

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
、
す
．
，
．
し
か
し
、
長
期
間
の
出
張
痛
＼

出
か
せ
ぎ
、
修
学
な
ど
で
他
の
市
町
村

に
住
む
場
合
は
、
も
ろ
一
枚
の
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
．
，
．

　
必
要
な
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
ま
た

は
、
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保
険
係
に

ご
相
談
ノ
・
だ
さ
い
．
。
、

　
国
保
加
入
者
の

　
　
　
皆
さ
ん
に
お
願
い
〃

①
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
記
載
内

　
容
の
確
認
を
し
で
、
ぐ
、
だ
さ
い
．
「
．
（
被
保

　
険
者
名
を
勝
手
に
書
き
加
え
た
り
す

　
る
と
無
効
に
な
⇔
ま
す
）

②
受
診
の
と
き
は
、
必
す
病
医
院
の
応

　
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
．

③
紛
失
し
た
り
、
破
損
し
た
と
き
は
、

す
み
や
か
に
国
保
の
係
へ
届
け
出
て

再
交
付
を
受
け
で
、
く
だ
さ
い

　
｛
必
要
な
も
の
…
…
印
鑑
）

⑤
他
な
に
貸
し
た
い
、
借
り
た
り
で
、
き

　
ま
せ
人
、

ε
勉
の
健
廉
保
険
に
加
λ
し
た
≒
イ
ヤ

池
の
市
町
村
’
、
転
出
す
る
場
台
は
、

　
た
だ
ち
に
、
市
民
課
窓
口
で
、
手
ほ
望
．
「
一

キ
「
’
て
，
、
だ
ン
＝
い

　
詳
し
・
・
、
は
保
健
衛
牛
．
課
国
民
健
康
保

険
係
費
二
五
；
二
二
一
　
内
線
」
へ
－

四
！
、
ど
ら
そ

国
保
税
は
納
期
内
に

　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
一
つ

　
み
な
さ
入
か
日
頃
納
め
で
、
い
る
国
保

税
は
、
国
保
制
度
を
守
フ
．
り
大
切
な
財
源

f
、
す
：
ワ
〆
、
の
た
め
、
来
納
や
鞘
訥
の
へ

か
い
る
と
、
他
の
彼
保
険
者
の
負
担
を

大
き
！
、
す
る
ば
か
b
で
、
な
！
・
、
、
国
保
の

運
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
，
．

国
保
は
み
ん
な
が
支
え
あ
っ
で
、
健
康

を
守
る
制
度
て
あ
る
こ
と
を
、
改
め
で
、

ご
理
解
り
？
兀
、
保
険
税
は
忘
れ
な
い

よ
ろ
納
期
内
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
、
．

恩
給
欠
格
者
の

　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
こ
の
度
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の

方
の
ろ
ち
、
外
地
等
に
勤
務
し
た
紅
験

か
あ
b
、
加
算
年
・
を
へ
凸
め
た
在
職
年
が

三
年
以
上
で
、
、
請
求
時
に
日
木
国
籍
f
、

あ
司

乍
方
に
は
舟
．
回
状
『
内
閤
総
理
尺
臣
名

を
、
さ
ら
に
、
ヒ
十
歳
以
ヒ
の
方
に
は

高
齢
者
の
順
に
銀
杯
を
贈
る
こ
レ
一
に
な

臼
ま
ー
一
た

書
状
お
よ
ひ
銀
杯
の
．
贈
口
．
上
は
、
請
永

に
基
、
つ
い
て
、
行
な
い
ま
す
の
て
、
請
求

さ
れ
る
方
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
集

・
ま
た
は
、
白
石
市
社
会
隔
祉
事
務
所

か
・
り
請
求
出
を
受
け
取
り
、
必
，
要
な
害

酌、

を
．
添
え
’
『
－
、
「
ギ
和
祈
・
気
ノ
　
β
ー

ノ
、
虚
」
あ
で
、
に
直
接
送
付
し
で
、
！
、
た
ン
簡
“

　
た
た
し
、
次
の
〃
は
可
象
外
’
『
、
」
す

1
、
恩
結
法
で
．
い
う
旧
軍
へ
軍
属
一
『
－
、
あ

　
っ
．
で
、
、
年
金
た
る
思
給
て
は
旧
軍
＾
、

　
軍
属
ヒ
し
で
、
の
在
職
に
閏
連
す
る
年

／
f
た
る
給
討
を
、
．
桿
7
、
け
る
権
利
を
育
十

　
ワ

勾
方

ロ
、
恩
給
丁
、
搭
κ
の
こ
遺
捗
堕
ひ
獣
、
住
、

　
ρ
、
連
又
は
モ
ン
ゴ
星
の
地
域
に
強
制

　
抑
留
さ
れ
で
、
日
タ
に
帰
還
ン
．
、
れ
た
ウ

上
の
軍
属
「
．
展
員
、
傭
入
、
工
員

等
」
及
ひ
準
軍
属
の
方
、
，

並
胴
求
盤
臼
ー
の
送
付
・
問
い
台
わ
鼎
一
先

〒
一
二
一
東
京
都
丈
京
区
火
塚
、
五
ー
．
、
一

－
1
十
三
　
．
平
和
祈
今
争
れ
特
別
基
・
、
並

　
（
総
理
府
所
管
｝
．
七
務
第
一
課

　
　
岱
、
一

歯
亨
望
．
．
日
L
．
二
へ
一

戦
後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の

　
　
地
域
に
お
い
て

　
　
　
強
制
抑
留
中

　
　
死
亡
さ
れ
た
方
の

　
　
　
　
遺
族
の
皆
様
へ

戦
後
、
強
制
抑
留
ン
．
れ
、
－
．
不
邦
に
帰

還
さ
れ
た
方
々
等
に
対
し
ま
し
で
、
は
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
等
に
関
す
η
．
勾

法
津
に
基
、
づ
き
、
1
，
．
万
品
陣
寺
の
贈
〔
ず
τ

行
．
『
、
で
、
い
る
と
二
ろ
て
二
峯
い
ま
す
か
、

こ
の
度
新
た
に
、
k
仮
、
ワ
連
ノ
ヘ
は
モ

ン
ゴ
見
の
地
域
に
あ
い
、
、
、
強
制
抑
留
中

に
死
亡
さ
れ
た
与
　
帰
軸
哩
、
墜
上
死
L
」
≦

れ
た
方
ム
、
含
む
皿
占
こ
遺
族
で
、
、
平
暁
、

一
兀
年
九
月
一
日
に
お
い
で
、
日
本
国
籍
を

6
寸
る
方
に
も
内
閤
、
肌
理
々
臣
指
の
劉

労
品
〔
吉
状
・
釘
杯
｝
を
贈
呈
す
り
．
り
ニ

レ
丘
な
り
ま
L
辺
．
κ
．

慰
労
品
の
贈
呈
は
、
請
求
に
茅
つ
い

一
F
－
、
行
い
ま
す
の
’
㌦
、
、
　
　
　
　
る
方
は

．
串
秘
翫
念
事
業
特
別
基
金
ま
た
は
、
白

石
市
社
会
隔
祉
事
務
所
か
ら
請
求
書
肖
．

ヵ
冥
け
取
り
、
必
要
な
轟
－
九
キ
一
添
歳
．
r

、

「
、
平
相
祈
念
事
業
特
別
壮
ヂ
、
～
彰
ぐ
、
に

白
接
送
付
し
r
、
，
、
、
だ
さ
い
．

請
求
期
限
は
事
成
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
’
F
、
－
、
と
な
『
、
で
、
い
ま
す

　
F
ホ
書
類
ゐ
送
何
・
問
㌢
、
H
わ
せ
先

〒
一
一
二
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
三

十
三
　
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
一
総
埋
府
所
管
｝
写
ー
弟
二
評

　
　
費
】
．
－
凸
五
歯
七
豊
山
七
・
、
、
七
・
「
『
、

“㎜

秋
の
移
動
相
談
所

㎜
　
　
　
開
設
の
お
知
ら
せ

槻㎜
　
十
月
レ
、
瓦
日
か
ら
．
一
ト
．
H
ま
ぐ
、
は

脚
．
．
．
行
政
相
談
週
間
　
べ
、
す

浦粥
　
こ
れ
に
ち
、
な
ん
で
、
、
ー
，
政
欄
、
、
献
・
ー
、

ゆ鰍
権
相
鹸
・
廷
．
活
楓
，
、
臥
．
晒
を
開
設
ー
、
ま
」
㍉

洲
　
み
な
さ
ん
が
、
口
冨
／
．
活
の
中
．
「
㌧
困

珊
｛
ノ
て
い
る
二
と
マ
、
い
目
腫
旧
・
悩
な
、
索
秩

粉
事
問
題
、
要
望
等
あ
る
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◎「明日の親のための学級」受講生募集
0主催　臼石市中央公民館　　　　　　○受講料　無料

○会場　白石市中央公民館ほか　　　　○申込方法

○募集対象　　　　　　　　　　　　　　　　希望者は、中央公民館にお申し

　　　妊娠中の女性　　　　　　　　　　込みください。電話でも結構で

　　　新婚の女性　　　　　　　　　　　す。その際、住所・氏名・電話

　　　その他希望者　　　　　　　　　　番号をお知らせください。

平成元年度学習計画
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特別講座
　1『抱き人形つくり教室

N　II　K婦尺百科ておなじみ㌧り

　》忙1『け狂」’・先ノF“）’包きべ月彦

日日寺　　1”j　［lj　l小ll9：30－113｛

　　1川δ1昧1　　〃

　　1川15目巾　　　”

講師　高橋のbf協ノ1・

材料代　（セ』’トて2，0DOIl拝llI度

定員　1け名6L吉川〔P

見本　婦べの家に展求

白石のむかい昔セミナー
目時　lo月ン川川！1：；斗ll～日：ンll

内容　f∫，i屯をたずねて、（IllI圧jをp玖で

講師　自傾二、イ㌧を豪しむ会

　　　会長鈴1謂恵1冗／、

募集人員　Il堵1冗1’調ゆ

働・1々、rlべの家費25一一5095

女子労働者の生活講座

　　　　　　受講生募集

藷馬、蓉隠

　　　　　・で一ン、繊　　ぬ・1レ10月30日鳳

午後6時一8時 一キュ・・iツ剣・一尚L清」II此li

11月8田層
ド野Lり博r下・ヒ「

　　　　　　　　卜rl鱈一
午後鱗『8時　1ヒ∴己占1ソr㌧釘、、lu
＿　　　　　　　　　　　　　　　1

0月の休館日

lo月2日σ11・81川

　［61川IIサ22HqP92i

公民館だより

㊦第20回白石市民文化祭

◎芸能発表

。日時　11月5日（固）12時30分～

・場所　臼石市中央公民館

◎展示発表

・月日　11月2日（湘～4日（土）

　　　　　　（ホール使用団体）

　　　11月3日働～5日旧1

　　　　　　（ホール以外使用団体

・場所　白石市中央公民館

◎子ども会ソフトボール大会

　越河小チーム3連覇！ノ

　子ども会活動の普及と拡充強化を

図る目的で、去る8月27日㈲、東中

学校グラウンドで開催された第13回一子

ども会ソフトボール大会には、市内

の小学校IO校から12チームが出場し

、，岳戦が展開されました。

　入賞チームは次のとおbでした．

優勝越河小学校チーム
準優勝　福岡小学校チーム

第三位　自石弟。ンJ・学校Bチー！、

　　　小原小学校チーム

盛鋼』

婦人の家だより』▽
　　定期講座後期受講生募集

⊃受講料　無料（教材費許自則m

：、申込受付　10月1日～

　（定：員になり次嬉締め切bます。
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ぼしゆうが

●市営住宅入居者

　　　　募集のお知らせ

○第一種住宅

　　（収入基準162，000円以下）

〔新館〕3DK・3K　3，〔）00～3，500円7戸

〔寿山〕　3K　　3，300～3，500円3戸

O第二種住宅

　　（収入基準100，〔）00円以ド）

〔君β山〕　3DK　　　　22。00（1円！戸・

〔緑が丘〕3DK　14，500～16，000円10戸

〔寿山〕　3K　　5，101）～5，200円1戸

〔白川〕　2K　　　　　3，600円1戸

※市建設課住宅係で随時完替順に受

け付けしています。

詳しくは、暦25－21111内線）262へ。

●岩崎市営住宅（C棟）の

　　　入居者を募集します

　白石市岩崎市営住宅C棟（新築）

○所在地　臼イ1市福岡長袋字岩崎2

　番地（旧自動・1〔運転教1曇ン1所跡地）

　臼石駅より北2．5km、ノ畝停あ1）

⊂・募集戸数　12戸、中層耐火こ階娃

（第・種住宅》3DK
／s鮒ワ〕ll・6・li・浴・ド謙食・ll胴q・物

〔Pfツ〕6・6・5〔弟・浴・台喰・剛ノk）・物

1家賃月額

　s帽つ 　28。（loo円

　Lケ～fワ　　299（loo円

∩入居可能予定日　1川HrJ

・－）受付期問　101120H～IU月3111

　（川‘㌧ヒ曜のFl㌔後を除1）

・・申込み先

　市役所建ll髪、，llt住宅係

÷c棟はB棟と同じ計1｝種fii宅で、

構造も同じです、

1洋し　くは、　建，，更Ii果住宅f系a25－2［

1川，蘭，狛26コ・2611／・お隅1いr宇わせ1

ださい

●宮城技能開発センター

　　　　　研修受講者募集

　研修の内容等については、lllllj促

進，拝柴ll引響μ成4ヒf彪1旧殖センマー開飛

援助課岱〔）222－362－2251〒9邸乞

　賀城ll∫1川】2川2－1へおllljい‘“

　わせください．

f3

●母子家庭寡婦自立促進

　　　講習会受講者募集

宮城県母］二福祉センターでは、下

記のとおり受講者を募集しています。

O講習科目

〔ワープロ〕20名

　入門から応用分野まで分り易く

　楽しく勉強し、資格取得4級に

　も拶ヒ戦しましょう。

〔経理事務（簿記）〕40名

○期間　12月10日～2年3月25日

毎週日曜日　9時～16”寺　7（）時間

　（1231・114・2h・318は休講）

○受講料　無料　教材費自己負担

○受講資格　県内の母子家庭の母

　　　　　および寡婦
○申込方法　ll月δ卜1から受付し、

　）乞正芝になi）‘た鮮∫糸帝図）ヒ1Jl）ます。

　電話で申し込み、返1，亨用封筒を

　セン貿一へ送付してください。

・：1場所および申込先

　仙台市宮城野区安丈与3－7－3

　宮城り，1母」、隔祉センクー

　2ヨ置）22－256－65129295一〔M》13

ぴ3歳かビ、小学生まてを保育担当者

がおll』旧します∩詳しくは、1司セシ

㌘一にお問いで習）せください．

　　　　毒

●海上保安庁船艇職員・

　無線従事者募集について

臼採用予定数

　航海f／約4肝1

　機閃科約15各
・
、
・職務内容等

q物L保安庁し’ノi峯階ll高に・和痢1

　み（I」IIllP、海1・．1、1；’々二’【、一けllIMlr

　務につ（ほか、航海刊は船舶運

　航、i幾関科は月1旧枝1粒パ虹転な

　どしう業病または、ド雨⊥1り」乳務に1走『1髭

《・受験資格

　lI召和［25∫1・4月2ilr人レ年にノ11まれ

　　航海科…’境海技 1二峨瀬／甘

　　抜関科…’嫡技1聡桟川1・
　の免、，’1・を百するノノ、

◇申込締切日　101j　l：川　1llIIl・1斤f嫡1

　、，トしくは、〒黙㍊、ILPl　II頑山1山1目1

　弟、管ド脚1．1、按1・、Ill’Vll，，里

　盈（12コ llG；1－0旧・・，「

●平成2年度宮城職業訓練

短期大学校学生募集について

新規高等学校卒業生を対象に実験・

実習を多く取b入れた実学融含教育

を行い、実践技術者の養成をはかっ

ています。

○募集定員

　機　械　系生産技術科　4（》名

　　　〃　　制御技術科40名
　電子・情報系奄f技術科　2（1名

　　　〃　　　情報技術科　2〔堵

　居　住　系住居環境科　21堵
こ応募資格

　学ぞ交教育1去による高∫穿『丁牛芝を餐

　業したもの（平成2年3月乍業
　見込みをρ㌃も・）　まアご1ま、　こオ／と

　同等以Lの学力を存すると認め

　られる拓。

Q願書受付

　lr成2年llj川卜21171［
詳しくは、　ド記あてに郵送料巴50

円切手）同封のうえ、資料の硝求を

するか、当校窓口へおこしください心

丁98アー22

　栗原郡築館町置テ：萩沢1僑26

　　　　　　　　　学生課
　　盈0228－22－2081（代表）

●小原公民館の

　　常直者を募集します

　市教育委員会では、小原公民館の

常直苔を募集しています．

く・募集人員　1尺（1家族）

1二，職務　市職員の勤務時開外におけ
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●自衛官を
　　　　募集しています

応募資格

　18ジ殴戸し’，25ぶ史ま置こし」折

身分　特別職川家公彦ら1

－1待遇　初1で宥は月害咀にりOOO円、

　rウ偉戸1一耳鹸こuイ？与｛ノll二よ1〕芝閏」㌢1『

　i，認口陣、’削ノ〔デトll回1『田1

　加り一1コカ・llてi“llロ5－1州II

詳しくは、市民、，lll費25一一2Uぽたは、

畑原抽こ‘賄、連絡所費〔1224－511－

2185へお問い含わ繰士1た一さい，

ζ

雇用保険パートも適用でパワーアップ！
　雇用保険法が改正され、10目1日

から1週間の所定労働時間が22時間

以上のパートタイム労働者の方も一

定の要件を満たせば、雇用保険の被

保F灸者く二な量）ま弓翻。

　具体的には、次の金ての要伴に該

当する方です（短時間被保険者）。

ユ週所定労働時問

　22時間以上33時間未満

2年収　9（1万円以上の見込み

唇雇用期間　1年以上の見込み

　給付については、一般被保険者と

は別に1寺例が設けられています。

一工

受給資格の要件は、離職の「1以前

　2年問に賃金刻ヱ、基礎口数llH以

　上の月が12か月以上、

②基本手当1」額は1、93（1円～7．330円。

③戸斤定給付日数については、被保険

者期問と年齢によって区分され、

90日～210日を限度に支給されま
　す。

※事業主のみなさん、会桑」．の重要な

戦力であるパートのノテに雇用保険

　の被保険者資洛の取得手続をおと

　bください、

，きパートで働くみなさん、雇用保険

　は安心の保障です。いざというと

　き、あなたの再就職をお手伝いし

　ます，

詳しくは、臼石公共職業安定所

　且25－31（〕7へお問い含わせくた

　　さい。

図書館からのお知らせ

　楽しもう
　　読書の秋ノ

秘、たちに安らざと感動を与えてく

れる乍，さわやかな秋は、匹虎、1「に親

しむ最適な季節てす。

あなたも気軽に図占：館をこ斥『川ll

ださい，、

　　　　　　惚

　ノけ1の，弩棚

　や尺力∋々rき、　うたカ∫1ぐ」「き，、f氏荘∫：「卜川

U♪・桑しい歌を集めてみ・ました

幼稚園、保育園、小♂判≧ILUl絢・り）

jPどものいる家庭の、1∫におすすめし

ます

1工1”ズムあそこk

・i

みんなてドしミフア　lll少1

　∫1　　　”　　　6卜中1
　耳　　　η　　　　（1卜」ミD

　さ　　　”　　　σ1虫劉
　6マー千ノプベンド

　fllし降りうたあそご　椿即

　s　　　”　　　（秋卸
　1川μ，べうた

　Inテーノ、あそび

　目た㌧リしい一ヤヘしソマ

　1こ　　”　　　けセート・テーつ1

、』第13回「手づくり絵本」

　　　展示会のお知らせ
宮城県図，1頸1ヤでは「Pづくり絵イ勺

展示会を閉催します

　riflカ・ビ、も多捌（レ）fl…IEl且llカfliIIIlrlコ1さ才し

ていまづ一6一ゼごひこfl施くブごさい

1、期間　1（”j2111〔『＝卜101j2卜1【lqD

　　　l　l　O月2311〔川は体fl官です）

自場所

　　fll［台！1増練ナ域堅朔く．棉￥ケ岡5

　　　宮城県図1｝1喰101

　　　2032－256・8州

●幸せの明日をささえる

　労働保険（労災・雇用）！

　10月は「労働保険適用促進月間」

です。

労働保険〔労災・雇用）は、労働

者を一人でも雇用している事業主は

必ず加入しなければな1）ません。

労働者の生活安定のため、来加7、

の事業所は一一日も早く加入しましょ

つ⊂

加入手続きは、自石公共職業安定

所費25－31（17または、大河原労働基

準監督署盈53－2154で行ってくださ

い⊂

　、

lβ撃
　’劇　　、窟　　 高年齢者

業…舗　間

、』図善館利用案内

開館時間

　1卜L曜口　9時～1｛1［［肺5分

　ll曜目　　川1トIGll芋

休館日　10月11［q　D～1〔川〔火1

　　曝書（歩『1：物の虫「し）のため

　　　10）」31iI〔火”1イミf乍食官li

III地区公民館、配イ忌所にも多くの木

を配置してむi）ます，，また、巡回

移動図占館llβこまくさ号』もぜ

ひご利川ください

白石市図書館　岱26－3004

一一新着図書案内（抄）一…
1［堺紘斤、、“・　　　　ゼ㌔嶋　　Il3

　　　　　　　　正し茂　明則
ツチか、IIIえ㌧　　　　　lil11　テ隻1り

邑いをた口しL叡，しI　f　l㌧卍　矢f
地1．1、91dlいそ㌧ 川、未　　P卜1，：ノ　宛

りllかなII”一の暮べ、1』と’

　　　　il宇霧、「ト1斤IIlr荒セン㌘一
㍗
，
貝 し1．なポ㌧弓’箭郁智i下1，li曳

　　　　　　　　ll代　　「1？
IIIII『lr冒、，巳1冒1、　　　　　　鶴lll　身1㌔1、

尺問由iI漣　　　　　　1或II∬、　恵
働二酷皆眠ノ1廻，｝1、㍉．・　Pk川　㌘
彦』」し，此，ll：｛Ig，，・至、1　想姻・学校低「’r・O

r卜　　　　　1・川　枝図レ1泄ドち，i義会

孝≧る，1耐卜IUD、，督　 想姻・r快高ゲ聖ジ』

‘I　　　　　i・川　授図、ll食1、協1、義会

　　、、耐1壁ll・，‘rl山1　想・装

　1いヂ・　　　卜戸卜㌧湘1
　　　　　1・III一〆校図，輸脇、、義会

lkl況かべを動か一1一　　　藤川　”u≧
経馬，峯1后要，，パII勘・‘I　H桜i㍉，ヤ新闘初，

団園1、il岬寸：1　　　　　宮川　隆奈

　　　　　　　　　、中，陪1ぺ“q
久L l吐り、∫「、，IIlし1ノ」しだい

　　　　　　　　斜1　良l
llIll熟」lll暗　　　　　 屯Ill　研

：lo士かビ，しリ素1敢κ一り　野村　｛Il氏
改1，卜電r・川”llのヌ’∫礎解説

　　　　1藤　f暇こ・繊山　［1昼1：隆
藤！1ζllr墳のEは、lllプκ

　　　　　　目1＾放・上出版卜1ち会
老いたる父と　　　　　杉原応卜∫
卜［1二博門・州1≦・、、｛肩種ガfド

　　　　　　　r記、‘IL用．、圃調1
ド　　　・　、　　　　｛1七i・　陽
ド　　ー・．、　　　　11！弘　陽
貝け女馳h　　　　　　胡1兆」ミIJ映
1’～材｛亀，，iイム亡　　　　　’粗・　∫：占

1竜ソ詞くi、⊃iイ≠、1’1　　　　’財・　苗

イく11州1，1下鍛べ’棚　　　　li1’似、郎

　　　子どもの本

ネズミはひとり森口写訪・

　　　　　1二一・ジヨンストン
ケマい』l　R弄や一てさ㌔

　　　　　モニニr・チ1ウス
も一」け戎たいこ宕封・ほししけ

　　　　　　　工。”．’？畳レ’レ
イロノつスロわ1わコく冒レ孟

　　　　　　iミー・1’7．．デニアー
臨ノ、し帥ご　　　　LズドーL卜∵一F乙

　みんなの図書館
f2



　　　郵

　　　　　　　　　　　　　　　　ヘハアヘぐ

　　　　　◎　　　　　　　　4
　白刈地区中体連駅伝大会

　9月13日、福岡公民館前を発着点として、駅伝大会が

行なわれ、全力を出し切りダスキを渡し倒れこむ選手も

いました。優勝したのは、男子白中A、女予白中でした．

お乙らぜコーナー

　まちの話題辮㎏『試、薄瀬、鞭

越河分団秋季消防演習実施

去る9月17日、越河小学校において各種ff進などの訓

練が行われました、秋季消防演習は、各分団毎にそれぞ

れの地区内で実施され、万一の場奇に備えています。

灘

劃　

　
　
．
ゆ
笹

　
　
鹸
璽

　
ξ
鴨

　
　
・
臼
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八
　
［

瀬

諺り　く　　　ーン郁・一・ 匿露

今月は児童手当の

支給月です

「みやぎ手帳』をあっせん

します秘書企画課から

七ケ宿ダム試験湛水の

お知らせ

今・ljlよ、　、｛㍉ノ史兀i角二6月今♪カ・ビ’9月

分までの4か月分のリ占tヂ’llが振i〕

込みにな1）ます。

　条月の5目以降に、1，曳当する．翁副1

械口で受け取って ドさい

楽振り込まれていない上場合は、市民

，、讐乏市民係へごj虹絡ください，

　宜25－211川勺線｝1：i3

ノ
一

㌧
ど
く

爵・

宮城県民のためにつくられ、県ド

で1ムく利用され、信頼されている』r

成2年版「みやぎ手帳」をあゐせん

します。こ希望の方は、市秘，ll＝企画

，i果費25－2111q勺糸泉）：1呂2ま

たは、農1筋連絡所へ1ω1イくまでにお

巾し込みください、，

「みやぎ手帳」領布価格

　ポケット版351）円（消費穐込み）

　大型版　　　51）o円（　　”　　）

第氾回宮城県民俗芸能大会

教育委員会から

・日時　口IllllllD12時30うプ～［｛1時

・場所　rlイ1巾中央公民館尺ホール

・主催　宮城県教肴委員会

・共催　r　i石III・r　l　flII∫教育委員会

　　　（財》宮コ成リ，L文fヒしけf聴、護協，会

・出演芸能咄演IID　　※入場無料

1曾榊流ノJII榊架　　　　（臼f川∫）

2一閏場川植踊　　　　（11士田川

3．ノく曲浜1刷1∫P・磯　　　　1，、牛く田J』）

4．釜谷・長面・尾ノ崎σノ

　　　　　法1三1』トlll楽ll・1北IIID

5．小村崎のやすとこ

　小村崎の1琳II匡踊　　　（蔵ll町〕

1；一riで1団ヒ踊　　　　（臼伯IP

7－塗川ll州1楽　　　　　（捌1叩川

劇，／しくは、教育委員会初会教育係

且25－2111q勺線川1・目2一

101jl711かビ，Lケ宿ダムの匹，式励ミ湛

水を開始します。

　これは、　グムに，，式験郎」にイくを財∋め、

ノ」く位をL昇させながら管理機能など

カポ、1汁ll壇どお1）に種ηくことを担1レk在見

察し、碓、忍する作業です．

　孝ゼムカ・ビ，放ノ髭す’る1［芋は、→ナfしシ

や放送でお知ビ、せします、，

那（ノjくレ）ヲ箸朝乏カリIIIさオした11芋は、　寸’く｝

に川力・らあカ∫るようご協乃ください。

〔問い合わせ・連絡先〕

　建，陵省　　ヒケ廿1グムIl監拝∫ド務li斤

　　a25－161　1

1…『一一φ［””一ρ”一〇9’”、
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　1
：　秋の川干のお知らせ　　！

り　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　建設課から i
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

も川ノ1く路のいq硫せつと補修のため1
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

，鰍巳川r，をl」いま丸　　　1
ら　谷家庭の周囲））側渦」や占用箇所1
や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1のヒ砂Lげをお願いします 　　　　l
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
↓　なお、川1、））期1用中は、出火など修

りしないように火））比には特にこ注意1
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

1ください，、　　　　　　　　　ら
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

‘．期問　10月14目1土1午前6時からl

l　　　　10月16目励　午後5時まで1
セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1り区域　臼百市L地改良区　　　　1
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

1　　　管轄用水路伺メ覧　　1
㌧ゆ噌噌ゆずψ，∂碑　ψ　ρ＿噂』，ゆF書．？一＿r炉’ゆル

f5

　成元年度青年海外協力隊

　　秋募集説明会について

一二・応募資格　20歳1’1，L瀞歳いr成旭

　‘卜1”j：10H現在レのH4くD．』、、を

　もつ1｝1〔トリ敗L

・、派遣期問　原期として2’rl凸L兼

　件が整えは延！、もてきます、

『
派遣職種　農林ノ1く産、加1．、保守

　操作、H遮慰り！50耳1田，

．開催日時・場所

　1明19・27目’1一後Gi牌1吟～

　1川121ドト後1時～

　1川2SIIT・後G時1描卜

仙台市ド喋区番II［』卜6－1

　仙台第・ノト命ヤr1一ビヌL

　　費022－223－5151

◎吉見学園刺しゅう展10月30目～11月3目仙台市グリーンプラザ

鱈
哨り

層
』哩講醜鋒齪趣轡鰭齢斜勘磁軸，ト

宮城県母親クラフ仙南ブロック研修会開かる

　9月11日、中央公民館において研修会が開かれ、各クラ

ブ代表の意見が発表され、参加したお母さん方は、発表者

と似た育児経験があるので熱心に聞き1、っていました，

婦譜脇夢ウ徹

　　　　　嘘盛・：・．．，マi鵬1

　　　　　　　　　　　　　　　　　智

1鱒噂』賀機蒙1醗翻』

お乙らせコーナー一 醜鰍轍辮二

　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　
漁

睡rい1ン　　　・r’

　　　・1ノ　詳　　　　　　　　　　　　　　　　　　 聴F

．．嘱臓塗夢1：薯’』遍＿
．瀬、ン・r際欝鑑1、ご、

　市長杯・スターズ杯少年野球秋季大会

　9目17Li、争年の最後の大会が開催され、盛んな声援

を受けて攻守に熱戦が展開されました、試台の結果、優

肪したのは亮偲少年野封、ケラフてした二

「国の進学ローン』の

　お知らせ国民金融公庫からr
＿＿　 ＿『＿

　　　 ＿＿　　　　　　 ＿『＿1

川民繍山公庫の「川の．i匡学ローン」

の融資内容ヵ汰ll」1、1に充’llされました

取扱いは目月からですが、　　’

臼けも向っています，お暇、1軽にこ相

，，4、1たさい

利用できる方

　高校9高1，ll』短ノ、・ノく学91く学

　院・1、II〔修了1如）高t穿1，illミ程または

　劇隠j、，1粁、1などにオ詐進・1∫’される

　方の父母 （親〃1、巳進学者本へで

　も！r（り羽乏える！場合もあります．）

・二1融資額　　　　　’m酬∫円以内

1・返済期間　51i・以内（交岨遺児●

　母f・家庭のノ∫は薗二以内1

・⊃利率　1卜5．7ら，

　　　（戸変り巳く二なることもあります ）

r保証　1財1．i正学資1≧融資保、iII、1、1詮

　　　まノご1土、f呆農lll・八レ〔1呂1次［、）

．返済方法　11川1」利均等返〃穿

　1ボー＋ス月口増　1返済毛、て1きます．1

一取扱期間

　竃r成’じ1口”卜｝rl／ull・川

　　　　〔現的11授胴り
1，仕1は、Il・眠繍山公1輔【1台匂，ll

または、⊥1、l」・川ノ’、銀1』冒，洲“崩り

f、測和命司1こ協一二ll』1、娯ださい

〒gSo　llII台Il∫II耕㌔区イくIIID－1－8

　　11．眠1≧融公1軒1［1ず皮Ill，

　　費⇔22－222－5［7［
「一一』㎝一一一一 　　 一－一『『『一隔一一一 『

『　

】一一妬　　　　二妻呂瞭酸　些　f轡 一．雌＝胤ご

　「1胃μヴセージ、lo」1ま「占・午の

1．りL」にかわるもので』、γ『μ戚りllコン

ンーノレ．を経て倒11コンクー7し出場と

なりま『1一

　テーマ　テーマはrI山　臼り武白

　身の．1占しい、与えをまと図）た亀，の

　なら1勺’容は問いません，

・参加資格　ll、1内に1，r：1目曹、昭和：1り

　‘卜l　IllGl『カ・らill｛手1口1｝∫l　l　ll　l

　llまで1に牛れたノノ

・』応募方法　II吟の右’セージを1

　分：10秒以内にず邑去できるよう原

　不高月1租kにまとダ）るカ・、　カセ・ソト

　テーつに」．A貯してこり，し1募くたさい、

締切日　mI　l　l411eII　l　I　lllll’II有効1

問い合わせ・応募先

〒gSo仙台ll晴1写ヒ区重lll川一】1－1

　NHK仙台放送局「1冒μ・ソセ
　　ージ鮎9り」　係費oココー211　R川1

「一…』［m　　　　　　　　 一『『皿一r”闇一』1

チャリティー・ダンス

　パーティのお知らせ

日時　1国』1目川

　　　’1・後6時：1殉～団1皐5呵

．場所　ロイ1巾中llし公民丘1ヤ

お隻丸軒にこ参加Ilださい

　収llI詮は施，，葛・に』、ll調します

主催　日flII」体育協≦ミ所1、煽

　　　　一〆㍗一几1田
問いrrわせはa2G－3G剛艦1甘で

1たばこは市内で買いましょうI
l

＿一
［一

　　
＿T

　　．

匪灘瓢臨．
　水」口穿の納入期阻乏は、毎月25H

です，．滞納しないよう忘れずに納ノ＼

してください，

　川棚禍をこ干川1のノ∫は、預翁の

現在高をこfi窟1，忍ください，，

税の窓口《蓼
国民健康保険の届出と

　　　　国保税について

国民健康保険に加入するとさや、

やめるとさの届1旧、灯4日以内に済ま

せてください．

ウ加入の届出が遅れると

川保税はさカ・））ほ1’一・て、、ll髪税され、

li内めていたた1ことになりま4ロしり

一ごこPj．心，1ださい、

．やめた手続きをしたとき

［1、眠健1．1し保険をやめた月のlli川ま

でし川占IIで川保税をll‘，1隙いたし

　ま†

，1仕；け、、種fl穿，、1川民健康閑1琳1毛

係豊5－2旧q勺課）11し1へお問い

命わせ1ださい

10月31日は、市県民税第3期、国

民健康保険税第5期の納期限です。

　川／．払＼皆をコ川の1∫は、頂金の

旦顔高をこ’確、，旗たさい

f4



今月の休日当番医
1日

内科　　　　　謄25一昌501
外科刈田病院　　費25－2145
歯科・　　　　　　曾24一・1362

8日

1人」手／　　　　　　　　　　　　　　　a25－2502

外科　　　　　　費25－2101
歯科　　　　　盈26－2678

10日

蝋　　碁ll二llll
l㌧よ1イ…1　　　　　　　　　　　　　　歪聖32－3且22

15日

内科　刈田病院　　　奮25－2145
外科　刈田病院　　　費25－2145
1菊雫ト　＝貸尺1菊利’クリニ・／ク

　　　　　費26－2518
22日

『勺利　 ・1クリニノク智25－6851
夕玉イ1　よ是1。㌧1院　　　　　　乏蟄25－U81

歯科　　　　　　 奮26－3254

29日

内科海L医院　　台25－1501
タト干｝　　　　　　　　　　　　　　a26－2653

1晃i不｛・　　　　　　　　　　　　　　　費26－2401

11月3日

内利　柿崎医院　　君25－2210
外刊　斎藤H 　　君25ヨ222
r～碕不『1・　　　　　　　　　　　　　　　2｝26－2563

※都合により変更になる場合もありますo

1市内の交通事故

　8』16～9－15　（）内は累計

　行楽期の事故防止

　　・無謀運転の追放

　　・早め点灯の励行

1琵亡者数！

L　（o人）」

1ゆ（98人）
レ

　
　

」

数
　
　
ラ

件
件
件

損
2
2
1
3
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物
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褒
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10月の定例相談日
相談区分

了廿長ホ目百炎

人権擁
相　 談

火火

季政

相談日時間…場所 内　 容

、
井
じ

問
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応

質
、
に

る
f
、
談

す
い
相

対
つ
接

に
に
直

政
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が
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・
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用

、
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、
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題

、
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問
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地
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　i　　　l
　i拍：1）〔卜　白石市役所2階，16
　 15：（〕（）

第2会議室

生才舌相談L掲 ㌦

．ワriLo
－1，　　12

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

　　　　市民の日常生沽上の困
隔甘ll．事務所内iりごと

相　談　室

白石市役所り階

　
即
一

9
り

　
　
5

へ
央
火
火

保会
　

　
　
　
　
「

季
ホ
　
π

　　　　　　ヨ税務相談　16　11・：ll・一
　　　　　　口5：（1⇔：

一

－r
　　　　　　ロo：olト相　談毎固月0水’5115：011

　　　　　　り補聴器巡回臨㌦ll偏

サーピス　　　　　10
　　　　2。　1、

村1献1610㌫

胤徽91㌦蜘
　　　　16青少年　　　　1り週相　 談
　　　月・火・イ・U「

　　　　健康保険、船員保険、
弔呂ゴ了π我第
　　　当
弔2会1蘇にr肘る薩，法ゆ
　　　　4　　　　税．翁などの杣1，、
　　　　＝　　　　　一　　　

一』一　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　一 『　　一

　　　　閣自石市伽臼llll㌢買物呂鯖、
　
　
　
一

」
くLぜ

ー季．
著
一

福子II．事務所

　藺刷談貼応します理5－2旧（内細罰

瞬1翻拠i一・一

　　　1法律について州ilこ
　　　1と　　　一ト・ …　　 一

一
自百市役所311皆r
　　　lの生活、職業、η、、婚等

　　　1
　　一「　　　 一　　 一

紙表の月今口

薫誌謡輪：阿 嚇蒙置藝

　　　　、！きρ塵｝；．y、　1宵　〔聴騰鍵三ち
　　　」　．一一“．七瀞一一二、、捌． 爵，路ヅー、てチ－iこ

深谷地区体育大会

準。・i割弓に、下1，7マo廿亘口η

償南　←ゼ〕1計由「白い、しr、 I
．

！

　　　・」1二しとrTl碑1㌃1ラ

オ・才戸1芯引挿1「 il罪一一岳

と
数
在

　
　
現

口
帯
1

　
　
且

人
世
1

●　●

響響

42，457人
（＋20人）

　●　響

20，822人
（十7人）

　●　響
21，635人
（十13人）

一
11，812世帯

（＋3世帯）

（　）内は対前月比
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